
合
間
開
古
蹴
芯
岱

廿
七

大
納
一吉
利
申
車
線
御
直
結
御
窓
彩
之
事
者
、
御
息
女
容
容
院
級
、
村
井

出
雲
守
殿
ね
御
叫
脱
線
被
v
翁
ν
遊
伎
に
付
.
皮
々
御
殿
針
凱
儀
鰹
ν
被
v
翁
ν

成
、
殊
陀
御
在
大
坂
之
節
者
、
狛
克
之
俗
、
遊
以
御

mm敷
思
召
、
何

卒
御
骨
格
影
豆
町
も
被
v
下
候
者
、
日

々
御
奔
砲
被
』
唯
度
趣
、
御
願
被
ν

遊
候
底
.
訟
a

御
耐
同
一
御
孝
心
之
至
御
感
得
不
ν
割問、

則
御
良
市
耐
K
而
御

品時四世被
ν
神崎
v
潟
候
而
、
森
容
院
総
へ
被
v
巡
候
出
晶
、

一
附
御
し
つ
ら
へ
朝

本
御
野
砲
被
v
遊
候
。
共
節
燈
明
昨
地
問
問
、
村
井
氏
屋
納
隣
K
罷
在
候
K

付、

出
ザ
昏
甘
院
却
制
御
芯
之
御
忌
日
陀
は
.
御
内
俳
ヘ
御
回
向
K
被
ν
召
龍

出
候
慮
、
何
頃
陀
御
也
候
哉
、
右
御
緯
影
俗
出
現
陀
御
指
也
鹿
抹
K
も

可
=相
成
-
候
問
.
隣
之
寺
へ
納
位
候
様
に
被
a
仰
付
一
出
骨
骨
院
核
よ
り
御

安
置
所
も
結
構
K
出
来
居
候
由
申
即時
候
。
共
後
御
按
御
普
諮
等
に

付、

燈
明
庵
哲
跡
御
取
上、

唯
今
之
所
へ
被
=仰
付
-
候
尚
申
仰
候
。
共

後
年
代
久
敷
相
成
、
如
何
柑岬
L
K

仕
候
故
。
右
御
{
士
山
岨
所
も
知
…
-一
掬
臨
-

候
。
共
後
究
文
七
年
之
頃
、
御
用
地
K
付、

唯
今
之
境
内
御
取
上
之
-

趣
被
=
仰
付
-
候
蕗
、
共
節
之
住
持
頓
閉山俗
、
右
御
傘
彩
御
安
置
之
趣
申

上
候
庭
、
依
ν
之
易
地
之
儀
御
指
除
被
v
下
候
段
‘
合
物
等
所
持
仕
候
。

共
節
御
律
相
柑
破
損
仕
候
付、

御
表
具
再
興
仕
候
節
.
御
家
老
衆
井
御

屋
敷
車
中
行
中
よ
り
、
内
分
を
以
寄
附
之
添
紋
等
も
所
持
仕
候
。
右
之

ゼ門

ぢ旬、

ゼ門i自時ー'を崎、4

但~~

戸

句

b
rA
W

句

"
-
A

』

J

d

a

金
滞
古
附
削
志
傘

廿
七

，、
四

外
出
巾
体
罰
叫

h
k

御
耐
也
候
俗
共
、
不
分
明
之
儀
者
不
=
巾
上
-
候
。
以
上
。

燈

明

庖

但
し
年
月
日
記
峨
無
v
之
。
右
宵
像
自
然
天
紳
と
俗
桝
し
.
子
ν
今
庵
中

民
安
置
す
。

O
E
井
氏
邸
池
井
下
邸
跡

延
裂
の
金
四
開
聞
に
左
の
如
〈
描
け
り
。
元
和
六
年
の
士
艇
に
、
玉
井

勘
岬
肝
由
安
江
木
町
専
光
寺
近
所
、
同
体
右
衛
門
右
勘
解
由
之
後
。
と

あ
り
て

.
元
は
末
家
な
る
玉
井
川
四
右
衛
門
の
居
邸
た
る
を
.
此
の
後

本
家
玉
井
氏
の
居
邸
と
成
り
、
枇
々
此
の
邸
地
陀
居
住
せ
し
か
ど
‘

駿
務
の
際
退
去
し、

今
そ
の
邸
地
沿
よ
ぴ
下
邸
地
共
に
悶
州
と
成

D

た
り
。

。
島

岡

町

総
尾
記

K
.
嶋
田
町
は
い
陀
し
へ
的
問
椴
五
郎
と
云
ム
入
居
住
せ
し

故
也
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
此
の
体
設
は
過
聞
な
り
。
延
質

の
金
滞
闘
を
見
る
に
.
此
の
一

町
は
都
而
武
家
屋
敷
市
己
に
て
、
北

側
は
川
崎
岡
勘
兵
術
・渡
部
勘
右
衛
門
絡
の
居
邸
.
南
側
は
井
上
八
左

術
門
・
井
上
久
太
郎
等
の
居
邸
也
。
元
総
六
年
の
士
艇
に、

嶋
岡
勘
兵

衛
官
#
光
寺
後
、井
上
勤
左
街
門
筋
肉
角
。
と
見
b
.
渡
部
勘
右
衛
門
は

事
光
寺
後
、
井
上
勧
友
術
門
向
。
と
あ
り
て
‘元
総
六
年
の
頃
は
、
此

の
地

K
柏崎
問
勘
兵
衛
と
い
ふ
入
居
住
せ
し
か
ど
・
七

八
年
の
頃
此

の
邸
地
主
義
上
げ
‘
共
の
跡
地
子
地
と
・
な
り
た
り
け
ん
o
元
総
九
年

の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附

κ、
柳
町
の
次
陀
的
問
勘
兵
術
よ
ゲ
地
町
と

b
り
。
赴
別
ち
今
云
ふ
川
崎
悶
町
に
て
、
一
元
総
以
後
略
間
町
と
呼
び
た

り
し
背
中
い
ち
じ
る
し
。

O
島
田
勘
兵
衛
俸

究
支
十

一
年
の
士
般
に
J
ニ
百
石
防
廻
組
的
関
勘
兵
衛
イ
九
歳
。
と
見

h
、
元
総
九
年
の
土
艇
に
も
鳥
羽
組
の
内
K
叫
略
せ
た
り
。
加
陽
叫
刊
士

系
譜
花
、
元
組
川
町
聞
奥
兵
街
瑞
飽
公
に
悲
仕
し
・
三
百
石
を
賜
は
り
、

成
長
卜
八
年
枝
す
。
二
代
勘
右
衛
門
二
百
石
‘
加
恩
合
五
百
石
賜
は

り
、
能
州
出
先
郡
裁
許
足
親
頭
を
勤
め
、
政
治
元
年
明
刊
す
。
三
代
勘
右

術
門
三
百
石
川棚
は
り
、
四
代
勘
兵
街
父
之
治
知

E
相
縦
し
.
資
武
三

年
閣
内
す
。
共
の
子
櫛
右
衛
門
父
勘
兵
衛
の
跡
を
縫
ぎ
、
逃
知
三
百
石

川棚v
之
。
と
あ
り
。

O
島
田
町
八
間
T

嶋
間
町
の
小
名
に
て、

今
も
八
問
丁
と
呼
べ
り
。
い

に
し

へ
家
八
軒

あ
り
し
故
也
と
い
へ
り
の

大
五




